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身硬化性疾患、IgG4関連多臓器リンパ増殖性疾患（MOLPS）、Landau-Kleffner症候群、Micr

oscopic colitis、Mowat-Wilson症候群、Muckle-Wells症候群（MWS）、Pelizaeus-Merzbach

er病、Pendred症候群、Rett症候群、RS3PE症候群（remitting seronegative symmetrical s

ynovitis with pitting edema）、Rubinstein-Taybi症候群、Silver-Russell症候群（SRS）、

von Hippel-Lindau 病、Wolfram症候群、β-ケトチオラーゼ欠損症、14番染色体父性片親性

ダイソミー関連疾患 

 

 

７．長寿・障害総合研究事業 

（１）長寿科学総合研究事業 

 ＜事業概要＞ 

   超高齢社会を迎え、社会全体で高齢者を支え、国民が安心して生涯を過ごすことができる

社会への転換は喫緊の課題となっている。本研究事業においては、高齢者の介護予防や健康

保持等に向けた取組を一層推進するため、高齢者に特徴的な疾病・病態等に着目し、それら

の予防、早期診断及び治療技術等の確立・向上に向けた研究を一層推進する。 

この公募は、本来、平成22年度予算成立後に行うべきものであるが、できるだけ早く研

究を開始するために、予算成立前に行うこととしているものである。従って、成立した予

算の額に応じて、研究費の規模、採択件数等の変更が生じる場合等がある。 

 

 ＜新規課題採択方針＞ 

 高齢者が安心・安全な生活を送ることを目的として、特に以下の分野についての行政施策

に直結する研究で、かつ研究成果が比較的速やかに得られ、原則として５年以内に介護予防

対策等の行政施策に実用化され得る研究課題を優先的に採択する。また、研究成果の社会還

元加速に向け、より多くの成果を得るためには総合的かつ有機的な調査研究を進めていくこ

とが必要であり、そのためには研究代表者を中心として一定程度大規模な調査研究群として

進められるものを優先的に採択する。 

 

    研究の規模：１課題当たり 

【一般公募型】 10,000千円～40,000千円程度  （１年当たりの研究費） 

     【若手育成型】        3,000千円程度 （１年当たりの研究費） 

 

       研究期間：１～３年 

※ただし、より短期間に成果が得られる研究課題を優先的に採択する。 

 

    新規採択予定課題数：各１課題程度 

 

 若手育成型の応募対象： 

   平成22年４月１日現在で満39歳以下の者(昭和45年４月２日以降に生まれた者） 

    ※新規採択時にのみ本条件を適用する。 

    ※満年齢の算定は誕生日の前日に１歳加算する方法とする。 

       ※産前・産後休業及び育児休業を取った者は、その日数を応募資格の制限日に加算する

ことができる。 

 

 ＜公募研究課題＞ 

 【一般公募型】 

 （ア）介護予防の効果検証等のための研究             （２２１５０１０１） 


